



















































































 最後に、第 5 章では、第 4 章で取り上げた多くの影響要因の中から、監査経験に着
目して考察している。監査経験が職業的懐疑心の水準に及ぼす影響については、先行
研究の結果が混在していることが指摘されていた。本章での検討の結果、筆者はそれ
が各研究で取り扱っている経験の種類が異なっていることに起因するものであると結
論付けた。そして、その中でも筆者が監査人の職業的懐疑心と特に関連していると考
えたのは、不正に特有の経験である。ただし、これらの関係に取り組んだ先行研究は
少ない。実務上も重要視されている監査経験と職業的懐疑心を結び付けているこの領
域の研究は、今後も取り組む価値があると考えている。 
 
 
